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都道府県医師会　介護保険担当理事　　殿

日本医師会常任理事

　　三上　裕司

高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う

　　　　厚生労働省関係省令の整備に関する省令等の施行について

　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律において、サービス付き高

齢者向け住宅の登録制度が創設され、これまでの高齢者専用賃貸住宅等の登録制度は廃止さ

れる旨、本年10月18日付（介70）「高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正

する法律の施行について」にてご連絡申し上げているところでありますが、今般、当該法改

正に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令等の施行通知が厚生労働省老健局長より都

道府県知事等宛に発出されました。

　改正省令等の概要といたしましては、まず、本年6月に改正された介護保険法（以下、新

介護保険法と略す。）において、有料老人ホームの定義に該当するサービス付き高齢者向け住

宅であって、特定施設入居者生活介護の指定を受けているものに入居する被保険者について

は、住所地特例の適用があるとされていることに伴い、新介護保険法の施行前後で、サービ

ス付き高齢者向け住宅に係る住所地特例の適用関係に変更がないよう手当がなされておりま

す。

　また、改正省令施行の際、現に特定施設である適合高齢者専用賃貸住宅については、経過

措置として、平成24年3月31日までの間はこれまでどおりの取り扱いとなります。

　つきましては、貴会におかれましても本内容をご了知いただき、貴会傘下の郡市区医師会

への周知方宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

（添付資料）

・高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の
整備に関する省令等の施行について

　（平23．10．20老発1020第2号厚生労働省老健局長通知）

・官報（平23．10．20第5663号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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厚生労働省老健局長

高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う

厚生労働省関係省令の整備に関する省令等の施行について

　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働

省関係省令の整備に関する省令（平成23年厚生労働省令第131号。以下「改正省令」という。）

及び高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働

省関係告示の整理に関する告示（平成23年厚生労働省告示第412号）については、本日公布

され、施行されるところであるが、その趣旨及び主な内容については下記のとおりである

ので、十分御了知の上、関係者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その

運用に遺漏のないようにされたい。



記

第1　改正の趣旨

　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律（平成23年法律第

32号）において、高齢者の居住の安定を確保するため、バリアフリー構造等を有し、

介護・医療と連携して、高齢者を支援するサービスを提供する「サービス付き高齢者

向け住宅」の登録制度が創設され、これまでの高齢者専用賃貸住宅等の登録制度は廃

止されたところである。

　これに伴い、厚生労働省関係の省令及び告示における関係規定について、所要の措

置を行う。

第2　改正の概要

一　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生

　労働省関係省令の整備に関する省令関係

ω　サービス付き高齢者向け住宅における住所地特例の適用等（第1条関係）

　　高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成13年法律第26号）第5条第1項

　の登録を受けた高齢者向けの賃貸住宅（以下、「サービス付き高齢者向け住宅」

　という。）のうち、介護保険法（平成9年法律第123号。以下「法』という。）

　第8条第11項に規定する特定施設入居者生活介護、同条第19項に規定する地域

　密着型特定施設入居者生活介護及び法第8条の2第11項に規定する介護予防地

　域密着型特定施設入居者生活介護それぞれに係る基準に相当する基準に適合する

　と都道府県知事又は市町村長が認めるものを、老人福祉法（昭和38年法律第133

　号）第29条第1項の有料老人ホームの定義に含めるよう、老人福祉法施行規則（昭

　和38年厚生省令28号）第20条の4を改正する。

　　当該改正は、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する

　法律（平成23年法律第72号）による改正後の介護保険法（以下r新介護保険法」

　という。）第13条第1項第2号において、有料老人ホームの定義に該当するサー

　ビス付き高齢者向け住宅であって特定施設入居者生活介護の指定を受けているも

　のに入居する法第9条の被保険者については、住所地特例の適用があるとされて

　いることに伴い、新介護保険法の施行前後で、サービス付き高齢者向け住宅に係

　る住所地特例の適用関係に変更がないよう手当を行うものである。

（2）適合高齢者専用賃貸住宅の廃止及び関係規定の整理（第2条から第5条関係）

　　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、

　介護保険法施行規則（平成11年厚生省令第36号）第15条第3号に規定する適合

　高齢者専用賃貸住宅を廃止するとともに、以　の関係規定の整理を行う。



・　介護保険法施行規則第15条第3号、第64条第2号及び第3号、第65条の4第

3号及び第4号、第140条の44第1号ヲ（第2条関係）
・　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚

生省令第37号）第180条（第3条関係）
・　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成18

年厚生労働省令第34号）第115条（第4条関係）
・　指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サー

　ビス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成18年厚生

労働省令第35号）第236条第1項（第5条関係）

二　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生

　労働省関係告示の整理に関する告示関係

　高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、

高齢者の居住の安定確保に関する法律施行規則（平成13年国土交通省令第115号）

第3条第6号に規定する高齢者専用賃貸住宅について、以下の関係規定の整理を

行う。　（第1から第5関係）

・　介護保険法施行規則第十五条第三号及び老人福祉法施行規則第二十条の四の厚

生労働大臣が定める基準（平成18年厚生労働省告示第264号）（第1関係）
・　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年厚生省告

示第19号）別表5のロの注1（第2関係）
・　指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成18年厚生
労働省告示第127号）別表5のロの注1（第3関係）’
・　医療費適正化に関する施策についての基本的な方針（平成20年厚生労働省告
示第149号）第1の二の3の（2）の③（第4関係）

・　高齢者の医療の確保に関する法律による保険者の前期高齢者交付金等の額の算

定等に関する省令附則第十七条の規定に基づき厚生労働大臣が定める施設（平成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、20年厚生労働省告示178号）第9号（第5関係）

三　経過措置

（1）改正省令の施行の際現に老人福祉法施行規則第20条の4に規定する厚生労働

　大臣が定める基準に適合している賃貸住宅に係る一（1）の適用については、平成

　24年3月31日までの間は、なお従前の例によることとする。（改正省令附則第2

　条関係）

（2）改正省令の施行の際現に介護保険法施行規則第15条第3号に規定する適合高

　齢者専用賃貸住宅である賃貸住宅に係る一（2）及び二の適用については、平成24



年3月31日までの闇は、なお従前の例によることとする。（改正省令附則第3条

から附則第6条関係）

第3　留意事項

（1）改正省令の施行後における住所地特例の適用関係については、別表のとおりで

　あるので、十分留意されたい。

（2）第2の一の（1）における、老人福祉法施行規則第20条の4の改正は、新介護保険

　法施行までの措置であり、新介護保険法の施行の際には、当該規定は削除される

　こととなるので、十分留意されたい。

第4　施行期日

平成23年10月20日



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表）

高齢者の居住の安定確保に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令における住所地特例の整理について

1．有料老人ホームの適用除外となる高齢者専用賃貸住宅の住所地特例に関する整理

従前
サービス付き高齢者向け

@住宅の登録時期
　従前の
Z所地特例

住まい法施行時（平成23年10月20日｝～平

ｬ24年3月31日重での間の住所地特例
介護保険法施行時の
@　住所地特例

平成24年4月1日以降に
o録した暗点の住所地

@　　特例

H24．3．31までに登録 あり あり（経過） あり（有料）
一

特定施設入居者生活介護の指定を受け
@　た適合高齢者専用賃貸住宅

H24．4．1以降に登録 あり あり（経過） あり（有料） あり（有料）

登録しない・できない あり あり（経過） あり（有料）
一

H24．3．31までに登録 あり あり（経過） なし（サ付住宅）
一

特定施設入居者生活介護の指定を受け
@ていない適合高齢者専用賃貸住宅 H麟41以降に登録 あり あり（経過） あり（有料） なし（サ付住宅）

登録しない・できない あり あり（経過） あり（有料）
一

H24．3，31までに登録 なし なし（経過） なし（サ付住宅）
一

基準該当高齢者専用賃貸住宅
@　　　（届出なし）

H24．4」以降に登録 なし なし（経過） あり（有料） なし（サ付住宅）

登録しない・できない なし なし（経過） あり（有料）
一

一一一一一一 u一一一一一
※老人福祉法施行規則第20条の4を削除予定

老人福祉法施行規則第20条の4の改正（第1条関係）

適合高専賃に係る経過推量（附則第2条から第6条関係）

2．平成23年10月20日から平成24年3月3旧までの悶に、新築で、サービス付き高齢者向け住宅の登録を行う賃貸住宅の住所地特例に関する整理

登録時の形態
サービス付き高齢者向け
@　住宅の登録時期

　従前の
Z所地特例

住まい法施行時（平成23年10月20白）～平成24隼3月31日までの間に登録を受けた時　　　　　点の住所地特例

介護保険法施行時の
@　住所地特例

平成24年4月1日以降に
o録した時点の住所地

@　　特例

特定施設入居者生活介護の指定を
�ｯたサービス付き高齢者向け住宅

H24．3．31までに登録 あり（有料） あり（有料）
り

特定施設入居者生活介護の指定を受け
ﾄいないサービス付き高齢者向け住宅

H24．a31までに登録 なし（サ付住宅） なし（サ付住宅）
一

※表中、「有料」とはr有料老人ホーム』を、「サ付住宅」とはrサービス付き高齢者向け住宅」を表す。

※平成24年4月1日以降の住所地特例については、平成24年4月1日以降にサービス付き高齢者向け住宅の登録を受けるものは、当該登録を受けた時点の住所地特例の適用関係
が、平成24年3月31日までに登録を受けるものは、介護保険法施行時の適用関係がそれぞれ継続する。
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進
法
附
則
第
十
一

　
項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定

　
め
る
利
率
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
（
同
二
〇
五
七
）

○

　
O
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

　
　
　
（
同
二
〇
五
八
～
二
〇
六
〇
）

　
O
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

　
　
　
（
同
二
Q
六
一
～
二
〇
六
五
）

　
0
軽
自
動
車
検
査
協
会
事
務
所
の
支
所
の
名

　
　
称
及
び
所
在
地
並
び
に
検
査
事
務
を
開
始

　
　
す
る
日
に
つ
い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
件

　
　
　
（
国
土
交
通
一
Q
四
八
）

　
0
新
千
歳
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告

　
　
示
し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
件

　
　
　
（
同
一
〇
四
九
）

　
O
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
及
び
事

　
　
榮
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件

　
　
　
（
同
一
〇
五
〇
）

　
O
民
間
訓
練
試
験
空
域
を
指
定
す
る
告
示
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
〇
五
一
）

　
O
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に

　
　
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
ゐ
件

　
　
　
（
同
一
〇
五
二
）

　
O
登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
事
業
所
の
所
在

　
　
地
を
変
更
し
た
件
（
同
一
〇
五
三
）

　
○
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定

　
　
に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し
た
件
・

　
　
　
（
同
繍
〇
五
四
、
一
〇
五
五
）

　
O
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

　
　
律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

　
　
関
の
評
価
員
の
氏
名
等
を
変
更
し
た
件

　
　
　
（
東
北
地
方
整
備
局
醐
七
二
）

　
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
　
（
中
部
地
方
整
備
局
ご
…
一
）

　
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
　
（
四
国
地
方
整
備
局
一
〇
八
、
一
〇
九
）

四 三5

〔
人
事
異
動
〕

国
家
公
安
委
員
会

　
財
務
省

警
察
庁
公
安
調
査
庁

竃

雷
庁
報
色

　
　
　
　
　
官
庁
事
項

　
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
の
申
請
者
に
対
す

　
る
翻
練
の
実
施
（
総
務
省
）

　
一
般
船
舶
保
障
契
約
証
明
書
の
無
効
に
つ
い
・

　
て
（
関
東
運
輸
局
）

　
　
　
　
　
公
聴
会

　
｝
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る

　
公
聴
会
の
開
催
（
関
東
経
済
産
業
局
）

七 六

〔
資
　
　
料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

〔
公
　
　
告
〕

諸
事
項

　
官
庁

　
　
保
険
葉
法
に
基
づ
く
供
断
金
取
戻
し
、
財

　
　
団
、
有
権
者
申
出
方
、
金
融
商
品
取
引
業

　
　
者
に
対
す
る
行
政
処
分
関
係

　
裁
判
所

　
　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、

　
　
復
権
、
再
生
関
係

　
特
殊
法
人
等

　
　
企
案
年
金
基
金
解
散
・
清
算
人
就
任
関
係

　
地
方
公
共
団
体

　
　
教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

　
会
社
そ
の
他

八 八汎

δ6二＝”
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省

令

棚田

O
総
務
省
令
第
百
三
十
八
号

　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
誌
律
語
三
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
二
の
九
の
項
、
別
表
第

三
の
二
十
四
の
項
、
別
表
第
四
の
八
の
項
及
び
別
表
第
五

第
二
十
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表

第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
川
端
　
達
夫

　
　
　
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で

　
　
　
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
榊

　
　
　
部
を
改
正
す
る
省
令

　
住
民
華
年
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総

務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総

務
省
令
第
十
三
号
）
の
一
鶴
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
一
条
第
八
十
三
項
第
十
二
号
中
「
確
定
拠
出
年
金
法
」

の
下
に
「
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
八
号
と
を
加
え
る
。

　
第
二
条
第
十
項
第
一
号
中
「
第
三
十
一
条
の
認
定
」
を

「
第
五
条
第
一
項
の
登
録
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

五
士
ハ
条
の
認
可
」
を
「
第
五
十
二
条
の
認
可
」
に
改
め
、

同
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
6
　
二
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五

　
　
条
第
二
項
の
更
新
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

　
　
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る

　
　
応
答

　
第
三
条
第
二
十
五
項
第
一
号
甲
「
第
三
十
一
条
の
認
定
■
一

を
「
第
五
条
第
｝
項
の
登
録
『
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
五
士
ハ
条
の
認
可
」
を
「
第
五
十
二
条
の
認
可
」
に

改
め
、
同
署
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

　
二
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五

　
　
条
第
二
項
の
更
新
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

　
　
る
車
輿
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る

　
　
応
答

　
第
四
条
第
九
項
第
一
号
中
「
第
三
十
一
条
の
認
定
」
を

「
第
五
条
第
一
項
の
登
録
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

五
士
八
条
の
認
可
」
を
「
第
五
十
二
条
の
認
可
」
に
改
め
、

向
暑
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
補
考
を
加
え

る
。

　
二
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五

　
　
条
第
二
項
の
更
新
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

　
　
る
事
案
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る

　
　
応
答

第
五
条
第
三
十
項
第
ご
写
中
「
第
三
十
榊
条
の
認
定
』

を
『
第
五
粂
第
一
項
の
登
録
一
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
五
士
八
条
の
認
可
」
を
〔
第
五
十
二
条
の
認
可
」
に

改
め
、
同
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

　
二
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五

　
　
条
第
二
項
の
更
新
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

　
　
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る

　
　
応
答

　
　
　
附
則

　
こ
の
省
令
は
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
三
年
十
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

O
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
構
号

　
高
齢
嵩
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
及
び
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法

律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
鰍
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
摩
生
労
働
省
関
係
省

令
の
整
備
に
周
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
　
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の

　
　
　
｝
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
摩
生
労
働

　
　
　
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

　
（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生

　
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
十
条
の
四
中
『
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
登
録

　
さ
れ
て
い
る
』
を
「
第
五
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た

　
高
齢
者
向
け
の
」
に
、
「
の
う
ち
、
剛
生
労
働
大
臣
が
定

　
め
る
岳
準
に
適
合
す
る
も
の
』
を
「
（
介
護
保
険
法
（
平

　
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
十
一
項
忙
規

　
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
同
法
第
七

　
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
、
同
法

　
第
八
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
特
定
施
設

　
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
同
法
第
七
十
四
条
第
幽
項
及

　
び
篤
二
項
に
規
定
す
る
基
準
又
は
同
法
第
八
条
の
二
第

　
十
一
項
に
規
定
す
る
　
、
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
に
係
る
同
法
第
百
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二

項
に
規
定
す
る
基
準
に
相
当
す
る
基
準
に
適
合
す
る
と

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
認
め
る
も
の
を
除

　
く
。
）
』
に
改
め
る
◎

　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
介
護
保
険
誌
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省

令
第
三
士
ハ
号
）
の
一
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
五
条
第
三
号
を
削
る
．

　
　
第
六
十
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
甲
「
及
び
適
合
高

　
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」
を
削
る
．

　
　
第
六
十
五
条
の
四
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
及
び
適

　
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」
を
削
る
。

　
　
第
百
四
十
条
の
四
十
四
第
一
号
中
ヲ
を
削
り
、
ワ
を

　
ヲ
と
し
、
カ
を
ワ
と
し
、
ヨ
を
カ
と
す
る
．

　
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
壷
掘
の
人
員
、
設
備
及
び

　
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
ナ
一
年
厚
生
省
令
第

　
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
百
八
十
条
中
「
及
び
施
行
規
則
第
十
五
条
第
三
号

　
に
規
定
す
る
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」
を
削
る
⇔

　
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

　
及
び
迎
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条
指
定
地
域
密
珊
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

　
般
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

　
働
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

　
る
。

　
　
第
百
十
五
条
中
「
及
び
施
行
規
則
第
十
五
条
第
三
号

　
に
規
定
す
る
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
』
を
削
る
。

　
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

　
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
誕
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る

　
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
浩
に
関
す
る

　
着
筆
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
指
定
介
護
予
防
サ
『
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

　
設
備
及
ぴ
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に

　
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

　
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
彫
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
第
二
百
三
士
ハ
条
中
「
及
び
施
行
規
則
第
十
五
条
第

　
三
号
に
規
定
す
る
適
合
高
齢
渚
専
用
賃
貸
住
宅
』
を
削

　
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
朔
日
）

第
醐
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か

　
ら
施
行
す
る
。

　
（
老
人
複
祉
法
施
行
観
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
隠
現
に
第
轍
条
の
規
定
に

　
よ
る
改
正
前
の
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
四

　
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し

　
て
い
る
鐘
貸
住
宅
に
係
る
回
金
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

　
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
閥
は
、

　
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
．
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に

　
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
三

　
号
に
規
定
す
る
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
で
あ
る
賃

　
貸
住
宅
（
以
下
「
旧
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」
と

　
い
う
。
）
に
係
る
同
令
の
袈
疋
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
乎

　
成
二
十
四
年
三
月
三
十
噺
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前

　
の
例
に
よ
る
。

　
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

　
運
営
に
肥
す
る
基
準
の
醐
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
旧
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
に
係
る
第
三
条

　
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

　
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
規
定
の

　
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

　
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
〔
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
哀
桑
の
人
員
、
設
備

　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　
置
）

第
五
条
　
旧
適
合
高
齢
者
σ
用
賃
貸
住
宅
に
係
る
第
四
条

　
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
地
域
密
碧
型
サ
ー
ビ
ス

　
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
規

　
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
（
指
定
介
護
予
防
サ
書
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

　
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る

　
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

　
基
準
の
軸
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条
旧
適
合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
に
係
る
第
五
条

　
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

　
の
事
業
の
人
身
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
蔑
予

　
防
サ
、
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

　
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

　
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
岡
田
ま
で
の
間
は
、
な

　
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



第5663号報

O
国
土
交
通
省
令
篤
七
十
七
号

　
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
十

四
弩
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
住
宅
供
給

公
社
法
施
行
親
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
こ
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
．
前
田
武
志

　
　
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
省
令

　
埴
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
建
設

省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
十
三
条
第
一
号
二
中
㈲
を
⑤
と
し
、
③
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

　
　
側
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
徳

　
　
　
　
（
輩
萎
鼕
鼕
）
第
萎

　
　
　
　
一
項
の
登
録
（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
を

　
　
　
含
む
．
）
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー

　
　
　
ピ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
塩
素

　
　
附
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行

す
る
◎

l
l
i
I
I
l
l

告

示
㎜

1木曜日　官

　二辺’項る　四

霧糊籔萎

1灘
糞灘

平成23年10月20日3

地
域
期
間
名
称

田

鷺
1
鞭
慧
麗
難
靉
靆

町罷

ﾂ
晶

義
塾
駐
鳴
　
ら
護

塁
慧
彊
接

0
法
務
省
昏
示
鋸
四
百
七
十
五
号

　
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
榊
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
奢
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
靖
一
項
の
幾
定
に
基

づ
き
、
公
派
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
平
岡
秀
美

認
証
紛
争
解
決
事
盤
著
の
名
称
及
∬
住
所

　
補
般
社
団
法
人
ユ
ニ
オ
ン
・
デ
．
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン

　
東
京
都
手
代
田
区
平
洞
町
輔
丁
目
五
番
五
号

認
証
年
月
日

　
平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

O
法
務
省
皆
示
第
四
百
七
十
六
号

　
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
’
和
六
十
一
年
法
毬
漆
工
ハ
十
∴
ハ
号
）
窮
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁

護
士
と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
．

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
平
岡
秀
夫

氏
　
　
名
今
井
　
　
毅

生
年
月
日
　
千
九
百
七
十
二
年
十
月
一
日

国
　
　
霜
日
本
国

O
法
務
省
昏
屋
漏
四
百
七
十
七
号

　
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
繍
年
法
律
第
六
畜
⊥
ハ
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
喜
務
弁
護
士
と
な
る
資
格
を

承
豚
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
平
岡
秀
夫

氏
名
リ
オ
ネ
ル
・
ピ
エ
1
ル
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

　
　
　
　
ヴ
ァ
ン
サ
ン

生
年
月
日
千
九
百
六
十
入
牢
十
二
月
八
日

国
　
　
籍
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

O
法
務
省
皆
示
第
四
百
七
十
八
号

　
外
国
弁
盤
王
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
∴
ハ
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
射
し
、
中
準
人
民
共
和
国

を
霧
国
と
し
て
外
国
法
事
葦
と
な
る
藷
を

承
露
し
ち

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
平
岡
秀
天

氏
　
　
名
谷
　
　
文
酔

生
年
月
日
干
九
百
五
十
八
年
十
一
月
十
八
日

国
　
　
窟
　
中
華
人
民
共
和
国

O
法
務
省
告
示
纂
四
百
七
十
九
号

　
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
四
係
法
組
め
整
備
等
に
閲
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十

九
年
政
令
箋
二
百
二
号
）
第
姻
項
（
回
金
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
鳩
合
を
含
む
．
）
の
煙
定
に
よ
り
、
回
令
弟
一

項
の
事
務
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
◎

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
平
岡
秀
夫

登
記
所
事
　
務
縫
物
醗

齢
灘
欝
堰
辱
嘩

　　　　　　穰　難

　　　　　　　務　　　　　　　務
　　　　　　　局　　　　　　　　局

灘欝翻
堰
肛
詰
年

平
成
二
十
三
年

十
一
月
一
日

蕪
蕎
縷
撚
舞
嘩

　　
@　@　

@
璽

前
福
壇
万
法
務
局

高
崎
支
局

富辞

書
1　局

長
野
地
方
法
務
局 難

．
．
．

務

蘇
堰
．
．
曄

務
　
　
・

麟
壌
、
．
曄

鑓
欄
馳
講

務

　　　　　璽鬱鬱

　　　　　壌　　　‡叢　　‡護
　　　　　旦￥　　辱　　　辱
　　　　　日三　　　　　　日三　　　　　　日三
　　　　　　年　’　　　　年　　　　　　年
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O
文
化
庁
告
示
第
五
十
八
号
　
　
　
、
　
　
　
　
　
‘

　
著
作
権
琶
施
行
令
（
昭
和
四
十
匠
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、
著
作
権
法
（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
援
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
着
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
三
年

十
月
七
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
弟
二
条
第
二
項

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
庁
長
官
　
近
篠
・
絨
一

　
仙
台
市
（
た
だ
し
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
が
実

施
す
る
業
務
に
限
る
。
）

O
　
　
労
働
省
青
旗
第
四
百
　
二
号

　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
徹
箆
三
十
二
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
辱
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労

働
省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
　
　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
閲
す
る
法
徳
等
の

　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働

　
　
　
省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

第
｝
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
三
号
及
び
老

　
人
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十
条
の
四
の
厚
生
労
働
大
臣

　
が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
原
生
労
働
省
告
示
第
二

　
賓
エ
ハ
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

箆
二
　
指
定
居
宅
サ
『
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
耳
定

　
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
昏
示
第
十
九
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
5
の
ロ
の
注
1
中
「
輯
C
〈
霧
蟄
難
蝋
e
曲
宙

　
3
冊
謡
講
霜
揖
屋
叫
び
薄
書
爵
窃
盗
避
（
煮
薄
着
韓
国

　
ド
淺
巌
鳶
漁
鞘
一
一
㎝
塵
）
臓
ω
沿
臓
⑦
⑬
窟
謡
櫛
叫
ぶ

　
群
議
沓
脱
鷺
厩
序
蔚
」
を
削
る
。

第
三
指
定
介
護
予
防
サ
肇
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の

　
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
埠
生
労
働
省
告
示

　
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
5
の
ロ
の
注
1
中
「
’
團
鮮
溜
罎
勘
嶺
一
温
言

　
盗
葎
叫
が
甜
蓋
＞
勢
ー
ト
躊
C
〈
拝
麗
毒
腺
3
軸
需

　
O
猫
被
露
鶏
群
濫
4
窃
聾
書
誹
議
満
翌
（
判
渇
旨
醤
画

　
ド
協
画
題
ゆ
醤
一
局
伽
）
頴
ω
沿
臓
O
伽
置
満
面
叫
ぶ

　
爵
番
瞭
曇
蕊
E
露
欝
蔚
」
を
「
曇
C
〈
茜
璽
蕗
潔
き
沿

　
激
一
封
π
満
面
叫
び
針
韓
藍
＞
勢
r
卜
」
に
改
め
る
。

第
四
医
搬
費
適
正
化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
華
本

　
的
な
方
針
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十

　
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
第
i
の
二
の
3
の
働
の
③
中
「
、
高
齢
者
専
用
賃

　
住
宅
」
を
削
る
．

第
五
　
高
齢
者
の
医
毎
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保

　
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す

　
る
省
令
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

　
臣
が
定
め
る
施
設
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

　
百
七
十
八
号
）
の
幡
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
九
号
を
削
義

0
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
五

　
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
士
ハ
年
法
律
第
二

百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
十
四
年
八
月
二
十
轡
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十

二
号
（
農
桑
近
代
化
資
金
融
通
法
語
二
条
第
三
項
第
四
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利

率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
鹿
野
　
道
彦

　
司
宰
一
分
四
厘
」
を
期
年
一
分
三
厘
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
則

　
こ
の
告
示
の
姪
仔
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
桑
近
代
化
資
金
融
通
法
弟
二
条
第
三

項
第
四
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

0
農
林
水
“
僅
窟
百
一
茄
櫨
卍
二
千
・
五
十
↓
ハ
ロ
写

　
曲
農
薬
近
代
化
資
”
禽
嵐
通
法
（
昭
和
一
二
十
∴
ハ
年
“
法
律
第
二

百
二
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四

年
六
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
　
道
彦

　
「
零
」
を
コ
厘
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
則

　
こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
農
桑
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
の
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
第
三
条
第
四

項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
蘭
の
例
に
よ
る
。

O
農
林
水
産
雀
告
示
第
二
千
五
十
七
号

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

六
十
五
号
）
附
則
第
十
罐
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
二
年
四
月
二
十
三
日
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
六
十
九

号
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
酎
則
第
十
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
）

の
｝
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
　
道
彦

　
「
年
一
分
四
厘
」
を
「
年
一
分
三
厘
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
則

　
こ
の
告
示
の
施
行
前
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
つ
い

て
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
附
則
第
十
一
項
の
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
6

0
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
五
十
八
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
士
ハ
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
．

　
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
　
道
彦

一
H
　
保
書
罧
の
所
在
場
所
　
愛
知
県
新
妓
市
七
郷
一
色

　
　
字
黒
沢
六
九
、
六
九
の
一
、
七
〇
、
七
〇
の
一
、
九

　
　
〇
、
九
一
、
九
一
の
一
、
一
〇
〇
の
四
、
一
〇
七
の

　
　
二
、
一
〇
七
の
三
、
一
〇
七
の
六
、
一
〇
八
、
一
〇

　
　
九
の
一
、
’
〇
九
の
五
、
一
’
O
の
’
、
’
一
’
、

　
　
一
一
二
、
＝
二
の
【
、
一
一
三
、
一
三
三
の
一
、

　
　
一
四
九
の
一
、
一
五
〇
、
一
五
〇
の
一
、
一
五
一
、

　
　
一
五
二
、
一
五
八
の
一
か
ら
一
五
八
の
三
ま
で
（
以

　
　
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

　
　
字
上
松
二
二
の
一
、
二
九
、
三
〇
、
三
二
、
三
三
、

　
　
三
六
、
五
九
の
一
、
六
〇
か
ら
六
三
ま
で
、
字
上
貝

　
　
津
四
二
、
四
八
の
一
、
四
八
の
二
、
五
三
の
一
、
五

　
　
三
の
二
、
字
浅
川
三
四
の
一
、
七
二
の
二
か
ら
七
二

　
　
の
四
ま
で
、
七
四
の
三
、
九
二
、
二
｝
、
一
尉
六

　
　
か
ら
一
一
八
ま
で
、
一
二
二
か
ら
一
二
六
ま
で
、
一

　
　
二
八
か
ら
一
三
一
ま
で
、
＝
言
一
の
二
、
一
三
三
の

　
　
四
、
字
大
木
谷
二
九
、
三
〇
の
一
、
三
〇
の
四
か
ら

　
　
三
〇
の
七
ま
で
．
三
一
の
一
、
五
輌
・
五
四
（
以
上

　
　
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
◎
）
、
五

　
　
五
、
六
一
、
六
三
、
六
四
、
布
里
字
小
吹
三
の
π
次

　
　
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
・
）
、
三
の
二
、
豊
田
市
羽

　
　
布
町
二
夕
瀬
一
の
二
、
榊
の
一
一

　
〇
　
指
定
の
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

　
口
指
定
施
策
要
件

　
　
1
立
禾
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
ω
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

　
　
　
　
よ
る
．

　
　
　
　
　
字
大
木
谷
五
丁
六
一
・
ニ
タ
瀕
一
の
二
・

　
　
　
　
一
の
二
（
以
上
図
無
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

　
　
　
　
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
　
の
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

　
　
　
　
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　
樹
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

　
　
　
　
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

　
　
　
　
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

　
　
　
　
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
㈲
　
間
伐
に
係
る
森
赫
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
．

　
　
2
　
立
木
の
伎
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

　
　
悶
及
び
樹
種
　
次
の
と
お
り
と
す
る
◎

二
9
　
保
安
林
の
所
在
場
所
　
愛
知
県
新
城
市
中
島
字
不

　
　
貝
津
五
の
一
、
作
手
木
和
田
字
谷
山
八
の
七
の
榊
、

　
　
字
カ
ナ
ク
ソ
一
の
二
四
、
作
手
自
傷
字
西
畑
八
の
六
、

　
　
九
の
三
、
九
の
四
、
九
の
六
、
九
の
七
、
酬
O
の
六

　
　
か
ら
㎝
O
の
八
ま
で
、
八
の
四
・
八
の
五
・
八
の
轍

　
　
二
（
以
上
三
箪
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
隈

　
　
る
．
）
、
豊
田
市
大
坪
町
砂
規
五
三
の
｛
、
五
四
の
一
、

　
　
五
五
、
五
六
の
一
か
ら
五
六
の
三
ま
で
、
五
七
、
五

　
　
八
、
五
九
の
一
、
五
九
の
二
、
六
榊
、
六
二
、
六
三

　
　
の
一
か
ら
六
三
の
三
ま
で
、
六
四
か
ら
六
六
ま
で
、

　
　
六
七
番
六
九
番
合
併
、
六
八
、
七
〇
、
七
｛
の
“
か

　
　
ら
七
｝
の
五
ま
で
、
浅
谷
町
宮
ノ
前
四
岬
四
の
一
、

　
　
下
万
場
三
三
一
の
二
、
プ
サ
四
九
九
の
｝
の
鼎
、
五

　
　
〇
’
、
五
’
六
の
二
、
六
野
瀬
町
マ
セ
ド
一
七
の
’
、

　
　
川
手
町
ノ
マ
キ
＝
の
一
八
か
ら
二
の
二
〇
ま

　
　
で
、
一
一
の
二
三
、
一
一
の
二
五
、
岬
一
の
二
六
、

　
　
｝
一
の
三
四
、
二
の
三
五
、
二
の
一
三
・
二

　
　
の
二
四
・
一
一
の
二
七
か
ら
一
噺
の
二
九
ま
で
（
以

　
　
上
玉
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

　
　
タ
カ
ウ
セ
四
の
二
、
三
二
の
二
、
二
三
の
三
、
小
峯

　
　
町
人
峯
一
九
二
の
一
、
二
〇
〇
、
八
六
〇
、
八
六
一

　
　
の
帯
、
八
六
一
の
二
、
八
六
二
の
一
、
石
野
町
上
谷

　
　
下
四
六
一
か
ら
四
六
四
ま
で
．
北
設
楽
郡
設
楽
町
沸

　
　
異
字
切
畑
九
の
轍
四
、
平
四
字
名
清
古
禰
六
の
一
、

　
　
一
七
の
五
、
一
七
の
六
．
一
七
の
一
〇
、
荒
尾
字
向

　
　
野
々
瀬
二
一
の
四
、
田
内
字
中
津
沢
三
〇
か
ら
三
二

　
　
ま
で

　
⇔
　
指
定
の
目
的
土
砂
の
流
出
の
防
備

　
口
指
定
施
薬
要
件

　
　
1
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
m
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

　
　
　
　
よ
る
。

　
　
　
　
字
西
畑
八
の
四
、
八
の
五
、
八
の
榊
二
、
八

　
　
　
　
の
六
・
九
の
四
・
九
の
七
・
一
〇
の
六
か
ら
一

　
　
　
　
〇
の
八
ま
で
・
砂
川
六
七
番
六
九
番
合
併
・
七

　
　
　
　
G
・
七
一
の
7
宮
ノ
前
回
襯
四
の
一
・
下
万

　
　
　
　
場
三
三
一
の
二
・
プ
サ
五
轡
六
の
二
・
マ
セ
ド

　
　
　
　
一
七
の
一
・
ノ
マ
キ
＝
の
二
〇
・
二
の
二

　
　
　
　
六
・
大
峯
一
九
二
の
榊
・
二
〇
〇
・
八
六
〇
・

　
　
　
　
八
六
一
の
｛
・
八
六
一
の
二
・
上
谷
下
四
六

　
　
　
　
二
・
四
六
三
・
字
切
畑
九
の
輔
四
・
字
名
沼
古

　
　
　
　
一
六
の
一
・
”
七
の
五
二
七
の
六
二
七
の

　
　
　
　
一
〇
・
字
向
野
々
瀬
一
＝
の
四
・
字
・
甲
津
沢
三

　
　
　
　
〇
・
三
二
（
以
上
三
〇
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

　
　
　
　
示
す
部
分
に
限
る
。
）


